別紙様式
平成24度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費
	事業名:　新ベンチャービジネス支援システム運用事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　　　　
商工労働部　情報産業課　ＩＴ拠点担当　電話番号：058-272-1111（内3115）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：　2,015千円（前年度予算額：0千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　ソフトピアジャパンベンチャービジネス支援システムは、ソフトピアジャパン・ドリーム・コアの入居企業に対し、インターネット環境を提供するものである。ソフトピアジャパン・ドリーム・コアは、ＩＴベンチャー育成のための入居施設であり、入居後すぐに高速１００Ｍ光回線でインターネットが利用できることが、ドリーム・コアの魅力となっており、その魅力を確保するためにも、インターネット環境を維持することを目的として、システムの更新を図る。
　平成２３年度で機器賃貸借の契約が終了するため、システムの見直しを行い、インターネット接続サービスのみに特化して提供することとしている。

　既存の機能であるソフトピアジャパンセンターの施設予約システムや、メールサービス（メールアドレスの提供）、ビジネスマッチングサイト※との連動を行っていたが、廃止することとした。

○契約期間：平成24年4月1日から平成29年6月30日

○機器賃貸借・保守業務委託期間：平成24年7月1日から平成29年6月30日

※ビジネスマッチングサイト：入居企業同士のビジネスマッチングを促進するために、入居企業の情報を提供するサイト

【情報システム導入審査会協議済み】
	２　所要経費


　◎全体事業費　　                   7,971千円

　○委託料（機器導入）〔単年〕　        620千円
　○賃借料（機器賃貸借）〔債務負担〕　　631千円(10,497円×12月×５年)
　○委託料（保守管理）〔債務負担〕　　2,990千円(597,083円／年×５年)
　○賃借料（再リース分）   　        3,567千円
(688,116円／初年度＋676,620円／年×４年＋169,155円／３月)
　○委託料（再リース分保守管理）〔単年〕163千円

　※債務負担（５年）3,100千円
    〔債務負担：(126千円×4年＋32千円)＋(598千円×4年＋150千円)＝3,078千円〕
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	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　　◆ソフトピアジャパンのＩＴ関連企業の集積や優れた情報基盤を活用し、地域産業の高度化を担う産業人材を育成・供給し、地元のＩＴ企業の競争力を強化する。
	２　これまでの取組状況


　平成１２年のソフトピアジャパン・ドリーム・コア開館以来、より多くの優良なＩＴ関連ベンチャー企業の集積を図るため、ベンチャービジネス支援システムを整備した。
　平成１７年度には情報通信技術の発展に伴い、高スペック化、維持管理コストの縮減を図るため、現行のシステムに更新したところである。

　○ベンチャービジネス支援システム利用状況

　　　電子メールサービス利用　２５社・団体
　　　ビジネスマッチングサイト（Ｈ２２）

　　　　　・トップページアクセス件数：１１，６７２件（約３２件／日）

　　　　　・企業情報検索件数：４，０３１件（１１件／日）

　　　　　・製品情報検索件数：６０８件（２件／日）
	３　これまでの取組に対する評価


　同システムのビジネス環境を用意することで、これまでインキュベートルーム入居者を中心に利便性向上と入居率の安定的確保に一定の役割を果たしてきた。

　現在エリア全体で１４５社が進出し、ドリーム・コアだけでも５８社の企業等が集積する（平成２３年１０月１日現在）中部地方のＩＴ拠点として発展してきている。

　また、東日本大震災後には、ドリーム・コアの入居後すぐインターネットが使用できる環境により、震災の影響を受けた５社の企業の入居があり（問合せ１８件）、それらの企業がドリーム・コアを選んだ理由について、ドリーム・コアの入居後すぐにインターネットが使用できる環境を挙げている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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